
〈宣言日・変更日〉　令和　2年　11月　12日

ゴール 来年度の取組目標

防災・減災に資する商品、サービスなどの提供や
様々な組織との協働プロジェクトに展開し、人々が
安心・安全に暮らせる社会の実現に貢献していきま
す。

社会貢献活動や地域の文化振興に資する活動などを
通じ、ステークホルダーからもっと信頼される企業
グループとして、よりよいコミュニティ・社会の実
現に貢献していきます。

紙の使用量：前年対比▲10％
「車いす清掃」：２か所にて実施予定。

ＢＣＰの最新動向、対応事例、ＢＣＰ策定から見直
しまでの一連のプロセスについて解説し、参加企業
のＢＣＰの向上を図ります。

「ダイバーシティｉｎ静岡」
年3回開催予定

「健康経営の取組み」
質の高い介護・ヘルスケアサービスなどの提供や健
康・福祉の増進に資するプロジェクトを展開し、
人々が安心・安全に暮らせる社会の実現に貢献して
いきます。

（記載上の注意）

１　取組は３～５つの目標に関する取組を記載してください。

２　取組のない目標については、行ごと削除してください。

３　目標はなるべく定量的に記載してください。

４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
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代表者　職・氏名

静岡支店　支店長

山本　耕平

⑤ダイバーシティの推進・啓発
「ダイバーシティｉｎ静岡」
女性活躍推進に積極的に取組をされている企業及び
団体の皆様と異業種交流会を通じ、更なる女性活躍
推進の発展を目指すために設立。
「健康経営の取組み」
医師およびメンタルヘルス専門職による面談、スト
レスチェック、ホワイト５００認定（3年連続）

①防災・減災への取組
「防災ジャパンダプロジェクト」
「黄色いワッペン贈呈事業」
「ドライブレコーダーの普及啓発活動」、「自転車
条例の普及啓発活動」

③地球環境問題への対応
　紙の使用量の削減
④よりよいコミュニティ・社会づくり
「車いす清掃」毎年福祉施設にて実施。

④よりよいコミュニティ・社会づくり
ＢＣＰ策定セミナーの開催

これまでの取組

②健康・福祉への貢献
「ＳＯＭＰＯパラリンアートカップ」
カレンダー・古切手の回収、寄付

業　種

所 在 地

Ｕ　Ｒ　Ｌ

従業員（構成員）数

https://www.sompo-japan.co.jp/

男性　　37　 人　　女性　　115　 人　　　計　　152　人

損害保険ジャパン株式会社　静岡支店

８．金融・保険業

〒420-0031
静岡県静岡市葵区呉服町1-1-2　静岡呉服町スクエア２階

各目標に関連する取組内容

ＳＤＧｓ宣言書
私たちは、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり取り組むことを宣言します。

防災ジャパンダプロジェクトや車いす清掃など様々な地域貢献活動を通して、社員一人一人が社内でのＳ
ＤＧｓへの理解を深め、自身の成長にも繋げています。また、「ダイバーシティｉｎ静岡」に参加し、異
業種交流会を通して、意識改革やネットワークづくりをし、働き方改革やキャリアアップに繋げていま
す。

事業所・団体としての2030年の（または中長期的な）あるべき姿

当社グループは、未来に向けた対話を通じてステークホルダーと積極的に関わりあいながら、高い倫理観
のもと、国際的な行動規範を尊重し、気候変動や生物多様性などの環境問題、人権やダイバーシティ、地
域社会への配慮などを自らの事業プロセスに積極的に組み込むとともに社会に対して透明性の高い情報を
積極的かつ公正に開示していきます。また、常に一歩先を見据えて、社会の安心・安全・健康に資する商
品・サービスの提供をすることで、ソリューションプロバイダーとしてレジリエントで持続可能な社会の
実現に貢献していきます。また、SDGs等の外部環境やグループの事業の変化を踏まえて、グループとして
取り組むべき５つの重点課題を特定しています。①防災・減災への取組、②健康・福祉への貢献、③地球
環境問題への対応、④よりよいコミュニティ・社会づくり、⑤ダイバーシティの推進・啓発

事業所・団体としてのねらい、特徴的な活動

https://www.sompo-japan.co.jp/

